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Ⅴ-1-10-6 本工事計画に係る設計の実績，工事及び検査の計画 

放射性廃棄物の廃棄施設 
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施設ごとの設計及び工事に係る 

品質管理の方法等に関する実績又は計画について 

 

1. 概要 

  本資料は，本文「設計及び工事に係る品質管理の方法等に関する事項」に基づく「放射

性廃棄物の廃棄施設」の設計に係るプロセスの実績，工事及び検査に係るプロセスの計画

について説明するものである。 

 

2. 基本方針 

  東海第二発電所における「放射性廃棄物の廃棄施設」の設計に係るプロセスとその実績

について，「設計及び工事に係る品質管理の方法等に関する説明書」に示した設計の段階

ごとに，組織内外の部門関係，進捗実績及び具体的な活動実績について説明する。 

  工事及び検査に関する計画として，組織内外の部門関係，進捗実績及び具体的な活動計

画について説明する。 

  適合性確認対象設備ごとの調達に係る管理のグレードと実績について説明する。 

 

3. 設計及び工事に係るプロセスとその実績又は計画 

  「設計及び工事に係る品質管理の方法等に関する説明書」に基づき実施した，東海第二

発電所における「放射性廃棄物の廃棄施設」の設計の実績，工事及び検査の計画につい

て，「本工事計画に係る設計の実績，工事及び検査の計画」により示す。 

  また，適合性確認対象設備ごとの調達に係る管理のグレードと実績について，「適合性

確認対象設備ごとの調達に係る管理のグレード及び実績（設備関係）」により示す。 
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損
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Ⅴ
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損
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。
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損
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Ⅴ
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損
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。
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損
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Ⅴ
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。
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Ⅴ
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損
傷

の
防
止
）

の
適
合
に
必
要
な
設

計
を

Ⅴ
-1
-1
0-
4
の

「
9.
 
火

災
に
よ
る
損
傷
の
防
止

」
で
実

施
し
た
。
 

・
技

術
基
準
規
則
第

12
条
（

発
電
用

原
子
炉
施

設
内
に
お
け

る
溢
水
等

に
よ
る
損

傷
の
防
止
）
の
適
合

に
必

要
な
設
計
を
Ⅴ

-1
-1
0
-4

の
「
10
. 

溢
水
に
よ

る
損
傷
防
止
設

計
」
で
実

施
し
た
。

 

・
技

術
基
準
規
則
第

1
3
条
（
安

全
避
難

通
路
等
）

の
適
合
に
必

要
な
設
計

を
Ⅴ
-
1-
1
0
-4

の
「
13
. 

安

全
避

難
通
路
等
に
係

る
設
計
」

及
び
「

1
4.
 
非
常
用

照
明
に
係

る
設
計
」
で
実

施
し
た
。

 

・
技

術
基
準
規
則
第

1
4
条
（
安

全
設
備

）
の
適
合

に
必
要
な
設

計
を
Ⅴ
-
1
-
10
-
4
の

「
11
.
 

健
全
性
に

係
る

設
計
」
で
実
施

し
た
。
 

 

「
原
子
炉

冷
却
系
統
施
設

」

参
照
 

 

適
合
性
確
認
対
象

設
備
の
各
条
文
へ

の
適
合
性
を
確
保

す
る
た
め
の
設
計

（
設
計

2）
 

(
3
.5

調
達
)

設
備
設
計
に

係
る
調
達
管

理
の
実
施
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各
段

階
 

設
計
，
工

事
及
び
検
査
の

業
務
フ

ロ
ー
 

組
織
内
外

の
部
門
間
 

の
相
互
関

係
 

◎
:
主
担
当
 

○
:関

連
 

実
績
 

(
○

) 

／
 

計
画
 

(
△

) 

実
 
 
施

 
 
内
 
 
容
 

（
設
計
，

工
事
及
び

検
査
に
係
る

品
質
管
理

の
方
法
等

に
関
す
る
活

動
の
実
施

結
果
）
 

備
 
 
考
 

当
社
 

供
給
者
 

本
店
 

発
電
所
 

供
給
者
 

業
務

実
績
又
は

業
務
計
画
 

記
録
等
 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
2
) 

 
 

－
 

◎
 

－
 

○
 

2
.
 

放
射
性
廃
棄
物

の
廃
棄
施

設
の
設

計
 

機
械
グ

ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，

放
射
性

廃
棄

物
の
廃
棄

施
設

に
関
す

る
設
計

を
以

下
に
示

す
と

お
り

実
施
し
た
。
 

 

(1
) 

気
体
，

液
体
又
は

固
体
廃
棄

物
処
理
設
備
の

一
部
撤
去

に
関
す

る
設
計
 

a
.
 
設
備

仕
様
に
係

る
設
計
 

 
 

 
 
 
 
機
械

グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
，
Ⅴ
-
1-
10

-8
の
「
4.
2 

格
納
容
器
圧
力

逃
が
し

装
置
の

設
計

」
に
伴
い

干
渉
す
る
気
体
，
液
体

又
は
固
体

廃
棄
物
処

理
設
備
の
一

部
撤
去
に

つ
い
て
，

既
工

認
，
設
置

変
更
許
可
申
請

書
及
び

設
備
図
書

を
イ
ン
プ
ッ

ト
と
し
て

，
気
体

，
液
体

又
は

固
体

廃
棄
物
処

理
設
備
の
撤
去
範
囲
を

決
定
し
，
そ

の
結
果
を

ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
と
し
て
設

備
仕

様
，

設
定
根
拠

，
系
統
図
及
び
配
置
図

を
設
計
資

料
に
取
り

ま
と
め
た
。
 

  
 

 
 
 
 
機
械

グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
，
取
り
ま
と

め
た
設
計

資
料
を
レ

ビ
ュ
ー
し
，
承
認
し

た
。 

  
 

 (
2)
 
各
機
器

固
有
の
設

計
 

a
.
 
耐
震

評
価
 

機
械

グ
ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

は
，
耐

震
評
価
を

Ⅴ
-
1-
1
0-
4
の
「

4.
 
地
震
に

よ
る
損
傷

防
止
に
関

す
る
設
計
」
に

示
す
と

お
り
に
実

施
し
た
。
 

 

b
.
 
強
度

評
価
 

機
械

グ
ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

は
，
強

度
評
価
を
Ⅴ
-
1
-
10
-
4
の
「

1
2
. 

材
料

及
び
構
造

に
係
る
設

計
」
に
示
す
と

お
り
に

実
施
し
た

。
 

 

【
要
目
表

】
【
機
器
の
配

置
を
明

示
し
た
図

面
】
【
系
統
図

】
【
耐

震
性
に
関

す
る
説
明
書
】

【
強
度
に

関
す
る
説
明
書

】
 

 

・
設
計
資

料
（
放
射
性
廃

棄

物
の

廃
棄
施
設
）
 

 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
3
) 

 
 

－
 

◎
 

－
 

○
 

設
計

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ
-1
-1
0-

1
の
「
3
.3
.3
(1
) 

基
本
設
計
方
針

の
作

成
（
設
計

1）
」
及
び

Ⅴ
-1
-
10
-
1
の
「
3
.3
.3
(2
) 

適
合
性
確
認

対
象
設
備

の
各
条
文

へ
の
適

合
性
を
確
保

す
る

た
め
の
設
計
（

設
計

2）
」

に
基
づ
き

作
成
し
た

設
計
資
料
に

つ
い
て
，

原
設
計
者

以
外
の

者
に
検
証

を
実

施
さ
せ
，
承
認

し
た
。
 

 

・
設
計
資

料
（
放
射
性
廃

棄

物
の

廃
棄
施
設
）
 

 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
4
) 

 
 

－
 

◎
 

－
 

○
 

設
計

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ
-1
-1
0-

1
の
「
3
.3
.3
(4
) 

工
事
計
画
認
可

申
請

書
の

作
成
」
に
基
づ
き

，
適
用
さ

れ
る
要
求

事
項
の
抜

け
が
な
い
よ

う
に
管
理

し
て
作
成

し
た
基

本
設
計
方

針
（

設
計

1）
及

び
適
用
さ
れ
る

技
術
基
準

の
条
項
に

対
応
し
た
基

本
設
計
方

針
を
用
い

て
実
施

し
た
詳
細

設
計

の
結
果
（
設
計

2
）
を
も
と

に
工
事
計

画
と
し
て

整
理
す
る
こ

と
に
よ
り

本
工
事
計

画
認
可

申
請
書
案

を
作

成
し
た
。
 

 設
計

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ
-1
-1
0-

1
の
「
3
.3
.3
(4
)d
.
 
工
事
計
画
認

可
申

請
書

案
の
チ
ェ
ッ
ク

」
に
基
づ

き
，
作

成
し
た
工
事
計

画
認
可

申
請
書
案

に
つ
い
て
，
確

認
を
行

っ
た
。
 

 

・
工
事
計

画
認
可
申
請
書

案
 

 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
5
) 

 
 

○
 

◎
 

－
 

○
 

Ⅴ
-
1
-
10
-
1
の
「

3
.
3.
3
(
3)
 
設
計

の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
に
対
す

る
検
証
」
及
び
Ⅴ

-1
-
1
0-
1
の
「
3
.
3
.3
(4
) 

d
.
 

工
事
計
画
認
可

申
請
書
案

の
チ
ェ

ッ
ク
」
を
実

施
し
た
工
事
計

画
認
可
申

請
書
案
に

つ
い
て
，
保
守
総

括
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
設
計
を

主
管
す
る

グ
ル
ー
プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
が
作
成

し
た
資

料
を
取
り

・
原
子
炉

施
設
保
安
運
営

委

員
会

議
事
録
 

 

設
計
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に

対
す
る
検
証
 

工
事
計
画
認
可
申
請
書
の

作
成
 

工
事
計
画
認
可
申
請
書
の

承
認
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各
段

階
 

設
計
，
工

事
及
び
検
査
の

業
務
フ

ロ
ー
 

組
織
内
外

の
部
門
間
 

の
相
互
関

係
 

◎
:
主
担
当
 

○
:関

連
 

実
績
 

(
○

) 

／
 

計
画
 

(
△

) 

実
 
 
施

 
 
内
 
 
容
 

（
設
計
，

工
事
及
び

検
査
に
係
る

品
質
管
理

の
方
法
等

に
関
す
る
活

動
の
実
施

結
果
）
 

備
 
 
考
 

当
社
 

供
給
者
 

本
店
 

発
電
所
 

供
給
者
 

業
務

実
績
又
は

業
務
計
画
 

記
録
等
 

ま
と

め
，
Ⅴ
-1
-
10
-1

の
「
3.
3
.3
(5
) 

工
事
計
画
認

可
申
請
書
の
承
認
」
に
基

づ
き
，
原

子
炉
施

設
保
安

運
営

委
員
会
へ
付
議

し
，
審
議

及
び
確

認
を
得
た
。
 

 ま
た

，
工
事
計

画
認
可
申

請
書
の
提
出

手
続
き
を

主
管
す
る
（
発
電
管
理

室
）
プ

ラ
ン
ト
管
理
グ

ル
ー
プ

マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は
，
原

子
力
規
制

委
員
会
及

び
経
済
産

業
大
臣
へ
の

提
出
手
続

き
の
た
め

，
発
電
管

理
室
長

の
承

認
を
得
た
。
 

 

工 事 及 び 検 査
 

3
.
4
.
1 

3
.
4
.
2 

3
.
4
.
3 

3
.
4
.
4 

 
 

－
 

◎
 

○
 

△
 

工
事

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ

-
1-
10
-1

の
「

3.
4.
1 

本
工

事
計
画
に
基
づ

く
具

体
的

な
設
備
の
設
計

の
実
施
（

設
計

3）
」
に
基
づ

き
，
本
工
事
計

画
を
実
現

す
る
た
め

の
具
体

的
な
設
計

を
実

施
し
，
決
定
し

た
具
体
的

な
設
計

結
果
を
様
式
－
8
の
「
設
備

の
具
体
的

設
計
結
果

」
欄
に

取
り
ま
と

め
る

。
 

 

工
事

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ

-
1-
10
-1

の
「

3.
4.
2 

具
体

的
な
設
備
の
設

計
に

基
づ

く
工
事
の
実
施

」
に
基
づ

き
，
本

工
事
計
画
の
対

象
と
な

る
設
備
の

工
事
を
実
施
す

る
。
 

 

工
事

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
，
本
工
事
計

画
申
請
時

点
で
継
続

中
の
工
事
及

び
適
合

性
確

認
検
査
の
計
画

検
討
時
に

，
追
加

工
事
が
必
要
と

な
っ
た

場
合
，
Ⅴ

-1
-1
0-
1
の
「
3
.5
 
本

工
事
計
画

に
お

け
る
調
達
管
理

の
方
法
」

に
基
づ

き
，
供
給
者
か

ら
必
要

な
調
達
を

実
施
す
る
。
 

調
達

に
当
た
っ

て
は
，
Ⅴ
-
1-
10
-1

の
「

3.
5.
3(

1)
 
調
達
文

書
の
作
成
」
及
び
様
式
－
8
に
基

づ
き
，
必

要
な

調
達
要
求
事
項

を
「
調
達

文
書
」

へ
明
記
し
，
供

給
者
へ

の
情
報
伝

達
を
確
実
に
行

う
。
 

 

検
査
を

主
管
す

る
グ

ル
ー
プ
の

マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
は

，
Ⅴ

-
1-
1
0
-
1
の

「
3
.
4
.3
 

適
合

性
確

認
検

査
の

計

画
」
に
基

づ
き
，
本
工
事
計
画

の
対
象
設
備

が
，
技
術

基
準
規
則
の

要
求
を
満

た
し
た
設

計
の
結

果
で
あ
る

本
工

事
計
画
に
適
合

し
て
い
る

こ
と
を

確
認
す
る
た
め

の
適
合

性
確
認
検

査
を
計
画
す
る

。
 

検
査
を

主
管
す
る

グ
ル
ー

プ
の

マ
ネ
ー

ジ
ャ

ー
は
，
適

合
性

確
認
検

査
の
計

画
に

当
た
っ

て
Ⅴ

-1
-1

0-
1

の
「
3
.4
.
3
(1
）
適
合

性
確
認
検
査

の
方
法
の

決
定
」
に
基
づ

き
，
検
査
項

目
及
び
検

査
方
法

，
判

定
基
準
，

並
び

に
代

替
検

査
で

行
う

場
合

の
確

認
方

法
及

び
判

定
基

準
を

判
断

す
る

た
め

の
方

法
を

決
定

し
た

理
由

を
決

定
し
，
様
式
－

8
の
「
確

認
方
法
」
欄

へ
明
記
す

る
。
 

 

検
査

の
取
り
ま

と
め
を
主

管
す
る
グ
ル

ー
プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，
適

合
性
確
認

検
査
を
実
施
す

る
た
め

の
全

体
工
程
を
Ⅴ
-
1-
10
-1

の
「
3.
4.
4 

検
査
計
画

の
管
理
」
に
基

づ
き
管
理

す
る
。
 

 

・
様
式
－

8 
基
準
適
合
性

を

確
保
す
る

た
め
の
設
計
結

果

と
適
合
性

確
認
状
況
一
覧

表
 

・
検
査
計

画
 

・
調
達
文

書
 

 

 

工 事 及 び 検 査
 

3
.
4
.
5 

3
.
6
.
2 

 
 

－
 

◎
 

－
 

△
 

検
査

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ
-1
-1
0-

1
の
「
3
.4
.3
(1
) 

適
合
性
確
認
検

査
の

方
法

の
決
定
」
で
計

画
し
た
適

合
性
確

認
検
査
を
実
施

す
る
た

め
，
Ⅴ
-
1
-
10
-1

の
「

3.
4.
5(

1)
 
適
合
性

確
認

検
査
の
検
査
要

領
書
の
作

成
」
に
基

づ
き
，
以
下

の
項
目
を

明
確
に
し

た
「
検
査
要
領

書
」
を
作

成
し
，

主
任

技
術
者
の
確
認

及
び
品
質

保
証
責

任
者
の
審
査
を

経
て
制

定
す
る
。
 

 ・
検

査
目
的
，
検
査

対
象
範
囲

，
検
査

項
目
，
検
査
方

法
，
判

定
基
準
，

検
査
体
制
，
 

不
適

合
管
理
，
検
査
手
順
，
検

査
工
程

，
検
査
概

要
，
検
査
用

計
器
一
覧

，
検
査
成

績
書
の
事
項
 

 

工
事

又
は
検
査

を
主
管
す

る
グ
ル
ー
プ

の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ

-1
-1
0-
1
の
「
3
.6
.2
 
識
別
管

理
及
び

追
跡

可
能
性
」
に
基

づ
き
，
適

合
性
確

認
検
査
対
象
設

備
を
識

別
す
る
。
 

 

・
検
査
要

領
書
 

・
検
査
記

録
 

 

本
工
事
計
画
に
基

づ
く
具
体
的
な
設

備
の
設
計
の
実
施

（
設
計

3）
 

具
体
的
な
設
備
の

設
計
に
基
づ
く
工

事
の
実
施
 

(
3
.5

調
達
)

工
事
及
び
検

査
に
係
る
調

達
管
理
の
実

施
 

(
3
.5

調
達
)

工
事
及
び
検

査
に
係
る
調

達
管
理
の
実

施
 

適
合
性
確
認
検
査
の
実
施
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各
段

階
 

設
計
，
工

事
及
び
検
査
の

業
務
フ

ロ
ー
 

組
織
内
外

の
部
門
間
 

の
相
互
関

係
 

◎
:
主
担
当
 

○
:関

連
 

実
績
 

(
○

) 

／
 

計
画
 

(
△

) 

実
 
 
施

 
 
内
 
 
容
 

（
設
計
，

工
事
及
び

検
査
に
係
る

品
質
管
理

の
方
法
等

に
関
す
る
活

動
の
実
施

結
果
）
 

備
 
 
考
 

当
社
 

供
給
者
 

本
店
 

発
電
所
 

供
給
者
 

業
務

実
績
又
は

業
務
計
画
 

記
録
等
 

検
査

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ
-1
-1
0-

1
の
「
3
.4
.5
(3
) 

適
合
性
確
認
検

査
の

体
制

」
に
基
づ
き
，

適
合
性
確

認
検
査

の
体
制
を
構
成

す
る
。
 

 

検
査

員
は
，
Ⅴ

-1
-1
0-
1
の
「

3.
4.
5(

4)
 
適
合

性
確
認
検
査

の
実
施
」

に
基
づ
き

，
「
検
査
要

領
書
」

に
基

づ
き
確
立
さ
れ

た
検
査
体

制
の
下

で
適
合
性
確
認

検
査
を

実
施
し
，
そ

の
結
果
を
検

査
実
施

責
任
者
に

報
告

す
る
。
 

 

報
告

を
受
け
た

検
査
実
施

責
任
者
は
，
適
合
性

確
認
検
査
が
検

査
要
領
書

に
基
づ
き

適
切
に
実
施

さ
れ
た

こ
と

及
び
検
査
結
果

が
判
定
基

準
に
適

合
し
て
い
る
こ

と
を
確

認
し
た
の

ち
，
検
査
を
主

管
す
る

グ
ル
ー
プ

の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
及

び
主
任
技

術
者
に

報
告
す
る
。
 

 

 
 
 
 

 
：
必
要
に
応
じ
実
施

す
る
。
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様式－9 

適合性確認対象設備ごとの調達に係る管理のグレード及び実績（設備関係） 

設備区分／系統／機器区分 機器名 

重
要
度
分
類 

本
文
品
質
保
証
計
画 

「
７
．
３ 

設
計
・
開
発
」
の
適
用
有
無 

本
文
品
質
保
証
計
画 

「
７
．
４ 

調
達
」
の
適
用
有
無 

備 考 
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